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平成 21年 4月から平成 22 年 3 月にかけて行

った浜田港と恵曇港における定地水温観測の結

果と、調査船による島根県沿岸から沖合にかけ

ての定線観測の結果について報告する。 

Ⅰ．調査方法 

１．定地水温観測 

平成 21年 4月から平成 22 年 3 月に浜田漁港 

および恵曇漁港において表面水温を計測した。

水温は毎日午前 10 時に浜田漁港では長期設置

型直読式水温計(アレック電子社製、MODEL 
AT1‐D)で、恵曇漁港では棒状水温計で測定し

た。 

２．定線観測 

（1）定線観測の実施状況

観測年月日 定線名 事業名 観測点

H21 年 3 月 24 日～3 月 28 日 稚沿二春－１線 資源評価 34(9) 
 4 月 28 日～4 月 30 日 〃 〃 34(9) 
 6 月 1 日～6 月 3 日 稚沖合春－１線 〃 38(9) 
 8 月 3 日～8 月 4 日 沿岸二－1 線 地域レベル・大型クラゲ 17 
 9 月 2 日～9 月 4 日 沖合－１線 資源評価 21 
 9 月 30 日～10 月 1 日 稚沿二秋－１線 〃 17 
 10 月 27 日～10 月 29 日 稚沖合秋－１線 〃 21 
 11 月 30 日～12 月 1 日 沿岸二－1 線 地域レベル・大型クラゲ 17 
H22 年 1 月 26 日～1 月 27 日 沿岸二－1 線 資源評価 38(9) 
 2 月 22 日～2 月 24 日 稚沖合春－１線 資源評価 17 

表に観測実施状況を示す。事業名は、「資源評価」は資源評価調査事業を、「地域レベル」は地域

レベル漁海況情報提供事業、「大型クラゲ」は有害生物出現調査及び情報提供委託事業を指している。

観測点の( )内の数字は補間点の数である。

 
（2）観測定線  図 1 参照。 
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図１ 観測定線
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（3）観測方法 
調 査 船：島根丸（142 トン、1200 馬力) 

観測機器：STD（アレック電子)、棒状水温計、

測深器、魚群探知機、ADCP（古野電

気） 

観測項目：水温、塩分、海流、卵･稚仔･プラン

クトン、気象、海象 

観 測 層：0ｍから海下直上まで 1ｍ毎に水深

500ｍまで観測 

Ⅱ．調査結果 

１．定地水温観測 
図２～５に浜田漁港および恵曇漁港における

表面水温の旬平均値および平年偏差の変動を示

した。ここで平年値とは過去 25ヶ年間の平均値

である。 

浜田漁港での最高水温は 8 月上旬の 29.0℃、

最低水温は 2月下旬の 10.7℃であった。平年と

比較すると、5 月中旬までは高めの平年なみ～

平年よりかなり高めで経過したが、5 月下旬か

ら低め基調に転じ、6 月下旬から 7 月中旬まで

はほぼ平年並みであったものの、9 月中旬まで

低めの平年並み～平年よりかなり低めで推移し

た、以降は概ね平年並みであったが、3 月中旬

以降再び降下し平年よりやや低めとなった。 

恵曇漁港での最高水温は 8 月下旬の 26.6℃、

最低水温は 3月中旬の 11.8℃であった。平年と

比較すると、浜田漁港と同様の経過をたどって

いるが、浜田漁港より平年偏差が大きい旬が多

く、水温の振れ幅の大きな年であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２．定線観測 

山陰海域の上層（0ｍ）、中層（50ｍ）、底層（100

ｍ）の水温の水平分布を図 6に示す。解析には

山口県水産研究センターと鳥取県水産試験場が

実施した海洋観測の結果も用いた。解析には長

沼 1)、渡邊ら 2)の平年値および標準偏差を用い

た。各月の水温分布の概要は以下のとおりであ

る。 

４月：各層の水温は、表層(0m)が 11.9～15.9℃

(平年差は+0.2～＋2.5℃)、中層(50m)が

9.8～15.4℃(平年差は－0.3～＋2.5℃)、

底層(100m)が 6.4～15.4℃(平年差は－

0.8～＋3.0℃)であった。 

図 2 浜田漁港における表面水温の旬平均

図 3 浜田漁港における表面水温の平年偏差

図 4 恵曇漁港における表面水温の旬平均

図 5 恵曇漁港における表面水温の平年偏差
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表層の水温は、全般に平年よりやや高

め～はなはだ高めであったが、島根県中

部海域沿岸では平年並みであった。 

中層・底層では、全般に平年よりやや

高め～はなはだ高めであったが、浜田北

西７５マイル付近、隠岐島北東３０マイ

ル付近を中心とする冷水域の影響を受け

て、付近海域では平年並み～やや低めで

あった。 

５月：各層の水温は、表層(0m)が 13.6～18.7℃

(平年差は＋0.2～＋2.4℃)、中層(50m)

が 12.0～17.0℃(平年差は－0.3～＋

2.6℃)、底層(100m)が 8.5～16.4℃(平年

差は－1.5～＋5.0℃)であった。 

表層の水温は、山陰海域の西部では平

年よりかなり高め～はなはだ高めであっ

たが、島根県沿岸海域では平年並みであ

った。 

中層・底層では、全般に平年よりやや

高め～かなり高めであったが、隠岐諸島

の周辺海域では底層の水温が平年並み～

やや低めであった。 

６月：各層の水温は、表層(0m)が 14.4～19.8℃

(平年差は＋1.1～＋1.7℃) 、中層(50m)

が 8.3～18.8℃(平年差は－1.2～＋

4.0℃)、底層(100m)が 5.2～17.8℃(平年

差は－1.8～＋5.7℃)であった。 

表層の水温は、島根県沿岸海域では全

般に平年並みであったが、浜田より西部

および隠岐諸島周辺の一部海域では、平

年よりやや低めであった。 

中層・底層では、隠岐諸島周辺および

島根半島から浜田の沿岸では概ね平年並

みであったが、隠岐諸島の北方北緯 37°

30′以北および浜田の北方では平年より

やや高め～かなり高めであったものの、

隠岐島の北西 40 マイルを中心とする海

域には冷水域が存在し、平年よりやや低

めであった。 

８月：各層の水温は、表層(0m)が 22.4～25.3℃

(平年差は－2.5～＋0.1℃)、中層(50m)

が 12.6～22.9℃(平年差は－1.5～＋

2.5℃)、底層(100m)が 6.4～18.9℃(平年

差は－1.4～＋6.4℃)であった。 

表層の水温は、島根県沿岸海域では全

般に平年よりやや低めであったが、島根

半島沿岸から隠岐諸島西方海域では平年

並みであった。 

中層・底層では、隠岐諸島の北西沖に

平年よりやや高め～かなり高めの海域が

拡がっていたが、隠岐諸島周辺および本

土側の沿岸では概ね平年並みであった。 

９月：各層の水温は、表層(0m)が 22.3～26.1℃

(平年差は－2.0～＋0.2℃)、中層(50m)

が 12.9～21.8℃(平年差は－3.0～＋

3.9℃)、底層(100m)が 4.2～18.4℃(平年

差は－2.2～＋5.0℃)であった。 

表層の水温は、島根県沿岸海域では全

般に平年よりやや低めであったが、隠岐

諸島の西方から北方海域では平年並みで

あった。 

中層では、隠岐諸島の北方は平年より

やや高め～はなはだ高めであったが、石

見部の沿岸域では平年よりやや低め～か

なり低めであり、これら海域の間は平年

並みであった。 

底層では、概ね平年並みであったが、

隠岐諸島の西方から北方海域は平年より

やや高め～はなはだ高めであった。 

１０月：各層の水温は、表層(0m)が 22.6～

26.6℃(平年差は＋0.3～＋2.8℃)、中層

(50m)が 14.9～24.4℃(平年差は－1.7～

＋2.7℃)、底層(100m)が 6.6～20.6℃(平

年差は－4.9～＋5.1℃)であった。 

表層の水温は、島根県沿岸海域では、

２４℃台で山口県沿岸海域は２５～２

６℃と平年よりかなり高めで、西部海域

ほど平年より高い傾向にあった。 

中層・底層では、島根半島中部以西の

沿岸部は概ね平年よりやや高め～かなり

高めであったが、隠岐諸島の北西沖８０

マイル付近と浜田西北西沖８０マイルに

は冷水域があり平年よりやや低め～はな

はだ低めであった。また、隠岐諸島北北
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西沖７０マイル付近には暖水域があり平

年よりやや高め～はなはだ高めであった。 

１１月：各層の水温は、表層(0m)が 17.4～

22.6℃(平年差は－0.7～＋2.0℃)、中層

(50m)が 10.2～22.3℃(平年差は－5.0～

＋4.5℃)、底層(100m)が 3.7～18.5℃(平

年差は－5.6～＋5.7℃)であった。 

表層の水温は、沿岸域では概ね平年並

みであった。沖合域では山陰海域の中部

に平年よりやや高め～かなり高めの海域

が拡がっていたが、竹島南方には冷水域

があり付近の海域は平年並みであるもの

の低めの水温であった。 

中層では、沿岸域は概ね平年並みであ

った。沖合域は山陰海域の東部および中

部は概ね平年よりやや高め～かなり高め

であったが、西部は平年よりやや低め～

はなはだ低めであった。 

底層では、沿岸域の東部は平年なみで

あったが西部ほど低くなり平年よりやや

低めであった。沖合域では中部は概ね平

年よりやや高め～かなり高めであったが、

竹島南方には冷水域があり平年よりかな

り低めであった。 

１２月：各層の水温は、表層(0m)が 15.2～

19.7℃(平年差は－0.3～＋2.8℃)、中層

(50m)が 13.5～19.7℃(平年差は－1.7～

＋2.7℃)、底層(100m)が 5.0～19.5℃(平

年差は－4.9～＋5.1℃)であった。 

表層の水温は、山陰海域の東部と中部

は概ね平年並みであったが、隠岐諸島周

辺から北方の海域は平年よりやや高め、

西部では竹島周辺は低めの平年並み～平

年よりやや低めであり、その南方浜田北

西沖は平年よりやや高めであった。 

中層では、概ね平年並みであったが隠

岐諸島の北北西沖及び東は平年よりやや

高め、竹島周辺は低めの平年並み～平年

よりやや低め、山口県見島北方は平年よ

りやや低め、山口県の沿岸および東経

131 度以西は平年よりやや高めであった。 

底層では、隠岐諸島の北方は平年より

やや高めであったが、竹島南方から隠岐

海峡にかけての海域および浜田北西沖に

は平年よりやや低めであり、山口県角島

沖は平年よりやや高めのであった。 

２月：各層の水温は、表層(0m)が 11.0～14.4℃

(平年差は－1.4～＋0.6℃)、中層(50m)

が 10.5～14.5℃(平年差は－1.1～＋

0.7℃)、底層(100m)が 6.9～13.9℃(平年

差は－1.0～＋3.1℃)であった。 

表層の水温は、沿岸域では益田沿岸の

14℃台を除き全般に 12～13℃台で概ね

平年並みであったが、沖合域では竹島南

方から浜田沖にかけての海域は平年より

やや低め～はなはだ低めであった。 

中層では、沿岸域は概ね平年並みであ

ったが、沖合域では隠岐諸島北方海域は

平年よりやや高めであった。 

底層では、隠岐諸島北方で平年より水

温が高い海域が拡大するとともに、浜田

の北約 90 マイルを中心とする海域に暖

水域が出現し平年よりやや高め～かなり

高めであった。 

３月：各層の水温は、表層(0m)が 8.9～14.3℃

(平年差は－1.2～＋0.9℃)、中層(50m)

が 8.2～13.6℃(平年差は－1.0～＋

0.7℃)、底層(100m)が 4.1～13.3℃(平年

差は－1.8～＋1.9℃)であった。 

表層の水温は、概ね平年並みであった

が隠岐諸島付近から本土沿岸にかけての

海域は平年よりやや低めであった。 

中層では、表層と同様に概ね平年並

みであったが隠岐諸島東方から本土沿

岸にかけての海域は平年よりやや低め

であった。 

底層では、竹島付近から浜田沖にか

けての海域は高めの平年並み～平年

よりやや高めであったが、隠岐諸島東

方から本土沿岸にかけての海域は平

年よりやや低めであった。 

 

（注）文中、「 」で囲んで表した水温の平年比

較の高低の程度は以下のとおりである(長沼１))。 
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｢はなはだ高め｣：約 20 年に 1回の出現確率であ

る 2℃程度の高さ（+200%以

上）。 

｢かなり高め｣：約 10 年に 1 回の出現確率で

ある 1.5℃程度の高さ（+130 

～+200%程度）。 

｢や や 高 め ｣：約 4年に 1回の出現確率であ

る 1℃程度の高さ（+60 ～

+130%程度）。 

｢平 年 並 み ｣：約 2年に 1回の出現確率であ

る±0.5℃程度の高さ（－60 

～+60%程度）。 

｢や や 低 め ｣：約 4年に 1回の出現確率であ

る 1℃程度の低さ（－60 ～ －

130%程度）。 

｢かなり低め｣：約 10 年に 1 回の出現確率で

ある 1.5℃程度の低さ（－130

～ －200%程度）。 

｢はなはだ低め｣：約 20 年に 1回の出現確率であ

る 2℃程度の低さ（－200%以

下）。 
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図６－１ 水温水平分布図（４～９月） 
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図６－2 水温水平分布図（１０～３月） 
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